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はじめに1
「国土技術開発賞」は、建設分野における研究開発意欲の

高揚と建設技術水準の向上を図ることを目的として、建設分
野における優れた新技術及びその開発に貢献した技術者を対
象に表彰するものである。また、中小建設業者、専門工事業
者等の創意工夫やアイデアにあふれる技術を特別賞「創意開
発技術賞」として表彰している。

当センター創立 25 周年である 1998（平成 10）年度に、
旧建設省の後援のもと、「建設技術開発賞」として創設し、
その後、2001（平成 13）年１月の国土交通省発足を機に「国
土技術開発賞」と改称するとともに、対象とする技術分野を
国土交通省の関係する技術全般へと拡大し、一般財団法人沿
岸技術研究センターとの共催で実施している。

以下に、第 22 回国土技術開発賞の概要と、第 23 回国土
技術開発賞の募集について紹介する。

第 22回　国土技術開発賞の概要2
2.1 対象技術

住宅・社会資本整備もしくは国土管理に係わる、調査・計
測手法、計画・設計手法、施工技術、施工システム、維持管
理手法（点検・診断技術、モニタリング技術を含む）、材料・
製品、機械、電気・通信、伝統技術の応用などの広範に亘る
技術で、概ね過去５年以内に技術開発され、かつ既に実用に
供された新技術が、応募技術の対象である。

2.2 応募資格等
（1）応募者

応募者は、応募技術の開発を中心となって実施し、かつ開
発された技術に対して責任をとれる者（個人＊ 1、民間法人、

行政機関等＊ 2）としている。
＊ 1「個人」とは大学等の学識経験者等を指す
＊ 2「行政機関等」とは、国、国立研究開発法人等とそれ

らに付属する研究機関等全てを指す
（2）技術開発者

技術開発者は、応募技術の開発に、特に技術的に重要な役
割を担った担当者としている。
（3）共同開発者

共同開発者は、応募技術の開発に、応募者とはならない
までも、技術的に重要な役割を持って参画を行った者（個人＊ 1、
民間法人、行政機関等＊ 2）としている。

2.3 募集期間
令和元年 10 月 10 日（木）～令和２年１月 10 日（金）

2.4 応募技術の状況
第 22 回国土技術開発賞は、過去最低であった昨年第 21

回の応募 17 件から倍以上となる 40 件の応募があった。
広範な分野からの応募に向けて、第１９回から多様な分野

の協賛の追加を進めてきたが、第 22 回においても２団体を
追加して 20 団体とし、また、後援、協賛団体をはじめとす
る関係団体とともに広報の強化を図ったこと等により、13
年ぶりに応募件数が 40 件台に達することができたと考えて
いる。

適用分野別には、今回も道路分野を最多に、港湾、河川、
鉄道、建築等、多様な分野からの応募をいただいた。建築分
野は、昨年の応募無しから従前の多数応募へ向けて、復調の
兆しが見られた。

技術区分別に応募技術を見てみると、今回も施工技術の応
募が最も多かったが、今回は、施工技術の他、維持管理、材
料 ･ 製品、機械 ･ 設備、調査 ･ 計測、ソフトウェアに関係す
る技術の応募が増えるなど、多様な区分に広がっているのが
特徴であった。今後も幅広い分野の応募を期待したい。
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事業紹介・事業報告 国土技術開発賞

2.5 選考方法
第 22 回国土技術開発賞選考委員会を設置して、応募者よ

り提出された応募書類に記されている内容をもとに、「新規
性」、「汎用性」、「技術開発の効果」の三つの視点から総合的
に選考された。また、創意開発技術賞については、中小建設
業者、専門工事業者等を対象として、これら三つの視点に「創
意工夫・アイデア」の視点を加え選考された。

選考委員会のメンバーは以下の通りである。
委員長　池淵周一　京都大学 　名誉教授
委　員　三木千壽　東京都市大学　学長
　〃　　和田　章　東京工業大学　名誉教授
　〃　　山田邦博　国土交通省　技監
　〃　　浅輪宇充　国土交通省　大臣官房技術総括審議官
　〃　　東川直正　国土交通省　大臣官房技術審議官
　〃　　天野邦彦　国土交通省　国土技術政策総合研究所長
　〃　　野田　勝　国土交通省　国土地理院長
　〃　　西川和廣　国立研究開発法人土木研究所　理事長
　〃　　緑川光正　国立研究開発法人建築研究所　理事長
　〃　　稲田雅裕　国立研究開発法人海上 ･ 港湾 ･ 航空技術
　　　　　　　　　研究所港湾空港技術研究所　所長
　〃　　甲村謙友　 （一財）国土技術研究センター　理事長
　〃　　高橋重雄　 （一財）沿岸技術研究センター　理事長

2.6 選考結果
上記委員会における厳正かつ公正なる審議及び議論により、

表１に示す技術（10 件）が選考された。

表 1　第 22回国土技術開発賞　受賞技術一覧

 

応募技術名称 応募者

最優秀賞
【１件】

既存住宅の住まいながら液状化対策
工法

（株）竹中土木
ケミカルグラウト（株）

鋼製支保工建込みロボット 前田建設工業（株）

鋼橋の疲労き裂に関する近接目視点
検教育システム

首都高速道路（株）
（一財）首都高速道路技術センター

人工知能による舗装点検の省力化技
術

福田道路（株）

吸い出し・陥没抑止に向けたケーソン
目地透過波低減法

(国研)海上・港湾・航空技術研究
所 港湾空港技術研究所
前田工繊（株）

水底土砂の放射性物質を原位置分級
し浚渫する工法

あおみ建設（株）

地震時地盤災害推計システム 国土交通省国土地理院

雑草防止機能付きの自転車走行安全
性に優れた側溝

アーボ（株）

既設落石防護柵のかさ上げ及び補強
工法

（株）ビーセーフ

ハイブリッド・サイフォン排水装置 （株）山辰組

（応募の受付順による）

優秀賞
【2件】

入賞
【４件】

創意開発
技術賞
【３件】

 

適用分野では、応募件数と同様に受賞件数も「道路分野」
が最多であったが、技術区分では、ソフトからハードに亘る

「維持管理」に関連する技術が１０件中６件を占めた。
受賞技術概要等は http://www.jice.or.jp/ に掲載してい

る｡

2.7 第 22 回国土技術開発賞表彰式
第 22 回国土技術開発賞の表彰式は、令和２年９月 16 日

に海運クラブにおいて、新型コロナウイルスの渦中のなか、
参加人数の制限、式次第の時間短縮など開催規模を縮小する
とともに、あらゆる場面でのソーシャルディスタンスの確保
や検温・消毒・マスクの着用など細心の対策を取って、佐々
木　紀　前国土交通大臣政務官にご臨席を賜るとともに、選
考委員会委員のご列席をいただき、厳粛かつ終始和やかな雰
囲気で執り行われた（写真１）。

写真 1　来賓挨拶（佐々木　紀　前国土交通大臣政務官）

各賞の表彰においては、受賞技術を開発した法人代表者、及
び技術開発を行った代表技術開発者に対して、最優秀賞、優秀
賞及び創意開発技術賞については佐々木前国土交通大臣政務官
より表彰状と副賞が（写真２）、入賞については池淵周一選考
委員会委員長より表彰状と副賞が、それぞれ授与された。

 

写真 2　第 22回国土技術開発賞表彰式　最優秀賞表彰
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その後、技術開発者より各賞の受賞技術概要の説明が行わ
れた（写真３）。

 

写真 3　第 22回国土技術開発賞表彰式　受賞技術概要説明

2.8 第 22 回国土技術開発賞　受賞技術の紹介
（1）最優秀賞

（技術名称）既存住宅の住まいながら液状化対策工法
（副　　題）住みながら宅地境界を地盤改良壁で囲む液状

化対策工法
（受 賞 者）（株）竹中土木 / ケミカルグラウト（株）
（受賞概要）本技術は、地盤性状によらず住宅地において

住まいながらに宅地境界に格子状に地盤改良
壁を構築し、地盤変位の拘束により液状化被
害を防止する技術である。建物間隔 80cm 
で施工可能な超小型高圧噴射攪拌機等の開発
と、地盤改良壁の設計に、FEM 解析により
改良効果を評価する「疑似３次元解析法」を
開発したものである。
プラント施設など他分野においても企業活動
を止めずに施工が可能であり、国際展開も可
能な技術である。

古紙パルプ配合率80％の再生紙と大豆インキを使用しています

1000-501〒：所住
           東京都港区虎ノ門3丁目12番1号ニッセイ虎ノ門ビル

6105-9154-30：ＸＡＦ6005-9154-30：話電
/pj.ro.ecij.www//:ptth：ジーペムーホECIJ

pj.ro.ecij@ohsustahiak：スレドアルーメ局務事

（一財）国土技術研究センター（JICE）
情報・企画部内

「第23回 国土技術開発賞」事務局

応募先及びお問合せ先

（令和２年10月）

「ものづくり日本大賞（内閣総理大臣表彰）」への登竜門
最優秀賞、優秀賞に選ばれた技術は、「ものづくり日本大賞」の内閣総理大臣賞の候補として、国土交
通省に設置されるものづくり日本大賞の選考有識者会議へ推薦される技術となります。
内閣総理大臣賞の候補となる部門は①製造・生産プロセス部門、②製品・技術開発部門、③伝統

技術の応用部門です。

第22回国土技術開発賞　受賞技術一覧
【表　 彰】
優れた新技術とその技術開発者（個人）を表彰します。

(注1)最優秀賞（国土交通大臣表彰）並びに優秀賞（同）に
選ばれた技術は、「ものづくり日本大賞」の内閣総理大
臣賞の候補として、国土交通省が設置する選考有識者会
議へ推薦されます。

（注2）創意開発技術賞（国土交通大臣表彰）は、中小建設

賞 件数 表彰者 応募者へ
表彰

技術開発者へ
表彰

最優秀賞 1件 国土交通大臣

優秀賞 2件
程度 国土交通大臣

入　賞

創意開発
技術賞

表彰状
副賞（盾）

表彰状
副賞（盾）

表彰状
副賞（盾）

表彰状
副賞（盾）

表彰状
副賞（賞金50万円/1技術）

表彰状
副賞（賞金20万円/1技術）

表彰状

表彰状
副賞（賞金20万円/1技術）

数件

数件

選考委員会
委員長

国土交通大臣

（注1）

（注1）

（注2）

業者、専門工事業者等が、創意工夫やアイデアを展開・
発展させて開発した技術を表彰する国土技術開発賞の
特別賞です。

応　募

選　考

入賞者への通知

表彰式

■「第 23 回 国土技術開発賞応募要領」に基づき、所定の様式に
必要事項をご記入の上、ご応募下さい。

■「第 23 回 国土技術開発賞応募要領」は、下記のホームページ
よりダウンロードすることができます。

■応募資料に基づき、第23回国土技術開発賞
選考委員会において選考いたします。

■選考の過程において、応募技術の内容等につ
いて応募者に資料提出や説明などを求める場
合があります。

■令和３年 7 月上旬に、入賞技術の応募者に対して
通知します。

■表彰式は令和３年 7 月下旬を予定しています。
■入賞技術については、技術内容等を下記のホーム

ページにて公表します。
  （一財）国土技術研究センター（JICE）
　　　  （http://www.jice.or.jp/）
  （一財）沿岸技術研究センター（CDIT）
　　　  （http://www.cdit.or.jp/）

「第23回 国土技術開発賞」
 応募から表彰まで

（一財）国土技術研究センター（JICE）
　　　　（http://www.jice.or.jp/）

■応募資料は、下記事務局メールアドレスへ送付
いただくと共に、一部の資料については、下記
応募先へ郵送等していただきます。
なお、応募資料は返却いたしません。

：間期募応■ 令和２年10月14日（水）
～令和３年１月13日（水）

応募技術の内容等について、選考の過程で不正や事
実に反する事項等が発見された場合は、選考の対象か
ら除外いたします。受賞後も、それらが発見された
場合は、国土技術開発賞の入賞の取り消しを行うとと
もに、その旨を公表する場合があります。

【その他】

第19回　国土技術開発賞 最優秀賞

フィルダム工事におけるＡ４ＣＳＥＬ施工イメージ

建設機械の自動化による次世代の建設生産システム

コア材運搬・荷下ろし
自動ダンプトラック

まき出し・整形作業
自動ブルドーザ

転圧作業
自動振動ローラ

自動ダンプトラックと自動ブルドーザの連動
ブルドーザ

（18～ 40ton 級）
振動ローラ

（11～ 20ton 級）
ダンプトラック

（55ton 積級）

汎用建設機械に計測、制御装置を搭載して自動化機能を付加

～汎用建設機械が自律的に施工を行うＡ４ＣＳＥＬ～
ク ワ ッ ド ア ク セ ル

第20回　国土技術開発賞 最優秀賞

ＧＩＳプラットフォーム

0

20

40

60

80

100

120

0

20

40

60

80

100

120

00
:0

0
01

:0
0

02
:0

0
03

:0
0

04
:0

0
05

:0
0

06
:0

0
07

:0
0

08
:0

0
09

:0
0

10
:0

0
11

:0
0

12
:0

0
13

:0
0

14
:0

0
15

:0
0

16
:0

0
17

:0
0

18
:0

0
19

:0
0

20
:0

0
21

:0
0

22
:0

0
23

:0
0

速度

(km/h)

交通量

(台/5分）
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３次元点群データの活用

設計図、点検･補修履歴等を統合管理

AI
劣化予測
対策候補

ＡＩエンジンの活用

予測保全
へ

～スマートインフラマネジメントシステム
ICTの活用による生産性向上を図る維持管理システム

第 21回  国土技術開発賞 最優秀賞

～営業列車により軌道をモニタリングする技術～
保線におけるモニタリング技術の実用化と維持管理への応用

軌道材料データ

軌道変位データ

スクリーニング

モニタリング装置

アラートメール

劣化予測

補修計画支援

モニタリング 収集データ データ処理 活用

クレンジング

予防保全の高度化、補修計画の最適化によりCBMの推進を実現

第 22回  国土技術開発賞 最優秀賞

既存住宅の住まいながら液状化対策工法
【宅地境界施工】エコタイト工法

【路上境界施工】スマートコラム工法

【設計評価手法】擬似３次元解析法

～住みながら宅地境界を地盤改良壁で囲む液状化対策工法～

応募技術名称 応募者

最優秀賞
【1件】

優秀賞
【2件】

入賞
【4件】

創意開発
技術賞
【3件】

（応募の受付順による）

既存住宅の住まいながら
液状化対策工法

鋼製支保工建込みロボット

（株）竹中土木
ケミカルグラウト（株）

前田建設工業（株）

鋼橋の疲労き裂に関する
近接目視点検教育システム

首都高速道路（株）
（一財）首都高速道路技術センター

人工知能による
舗装点検の省力化技術 福田道路（株）

吸い出し・陥没抑止に向けた
ケーソン目地透過波低減法

雑草防止機能付きの自転車走行
安全性に優れた側溝

水底土砂の放射性物質を
原位置分級し浚渫する工法

既設落石防護柵のかさ上げ
及び補強工法

ハイブリッド・サイフォン排水装置

(国研)海上・港湾・航空技術研究所
港湾空港技術研究所
前田工繊（株）

地震時地盤災害推計システム

あおみ建設（株）

国土交通省国土地理院

アーボ（株）

（株）ビーセーフ

（株）山辰組

3
3

２ 14 水
水３ 13

図 1　既存住宅の住まいながら液状化対策工法　技術概要図

（2）優秀賞　
（技術名称）鋼製支保工建込みロボット
（副　　題）山岳トンネル工事の安全性・生産性向上技術
（受 賞 者）前田建設工業（株）
（受賞概要）本技術は、トンネル工事において最も危険な

トンネル切羽へ人が立入る必要性を無くす、
根本的な解決を図った機械化技術である。
支保工位置ナビゲーションシステム、および
鋼製支保工位置を微調整可能な高性能エレク
ター等の開発により、運転席からの操作のみ
で高精度な鋼製支保工建込みを可能とした。
山岳トンネル工事の事故の低減、安全性の向上
に加え、熟練技術者が減少するなかで、生産性
向上や施工精度の確保に繋がる技術である。

山岳トンネル工事の安全性・生産性向上技術

鋼製支保工建込みロボット

図 2　鋼製支保工建込みロボット　技術概要図

（3）優秀賞　
（技術名称）鋼橋の疲労き裂に関する近接目視点検教育シ

ステム
（副　　題）効率的に点検技術の向上を図る点検訓練シミュ

レーター
（受 賞 者）首都高速道路（株）/（一財）首都高速道路技術

センター
（受賞概要）本技術は、鋼橋の点検技術者を対象に、効率

的に疲労き裂の発生部位と発生原因を学習さ
せる「鋼橋の疲労き裂に関する近接目視点検
教育システム」を開発したものである。
橋梁の３Ｄモデルを作成し、バーチャル・リア
リティ（ＶＲ）環境を実現することで、実橋梁
に近い臨場感ある点検の体験を可能とした。
簡便に使える教材であり、損傷事例等の追加
も可能で、地方公共団体の点検技術者の育成
にも有効である。
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3.3 表彰
表彰は以下の各賞である。

表 2　国土技術開発賞　表彰一覧

賞 件数 表彰者 応募者 技術開発者
の表彰

最優秀賞 1 件 国土交通大臣 表彰状
副賞（盾）

表彰状
副賞 ( 賞金 50 万円 )

優秀賞 2 件
程度 国土交通大臣 表彰状

副賞（盾）
表彰状

副賞 ( 賞金 20 万円 )

入　賞 数件 選考委員会
委員長

表彰状
副賞（盾） 表彰状

創意開発
技術賞 数件 国土交通大臣 表彰状

副賞（盾）
表彰状

副賞 ( 賞金 20 万円 )

おわりに4
住宅・社会資本に係わる各分野の新技術は、新たな国土の

創造を下支えするものであり、社会に果たす役割並びに期待
が極めて大きいことから、今後とも新たな技術開発の積極的
な推進が不可欠である。

今回受賞した技術は、より効率的なインフラの整備や脆弱
な国土の管理を行うために欠かすことのできない新技術であ
り、国土に働きかけて国土から恵みを受け取るために、そし
て次世代へ力強く美しい国土を残すために、幅広く社会に活
用されるものと確信している。

国土技術開発賞による顕彰が、産学官の建設技術者による
常日頃からの技術開発、またその活用を積極的に促進する環
境づくりの一助となれば幸いである。

JICE としては、国土技術開発賞の知名度とその目的・意
義の浸透を図ると共に、応募数増加を期して募集活動の広
報対象を拡大していくほか、JICE ホームページにおいては、
歴代の受賞技術の技術概要と技術開発者の紹介等を行って、
受賞技術の普及を図っている。

後援、協賛団体等から引き続き広報に関わるご支援をいた
だくと共に、優れた新技術の活用促進等に向けた情報提供を
行って、建設産業における技術開発の重要性を広く国民にご
理解いただくための努力を、引き続き努めてまいりたいと考
えている。

鋼橋の疲労き裂に関する近接目視点検教育システム

効率的に点検技術の向上を図る点検訓練シミュレーター

応募者名：首都高速道路 株式会社
一般財団法人 首都高速道路技術センター

図 3　鋼橋の疲労き裂に関する近接目視点検教育システム　技術概要図

2.9 ものづくり日本大賞への推薦
国土技術開発賞の最優秀賞（国土交通大臣表彰）、及び優

秀賞（同）に選ばれた技術は、「ものづくり日本大賞」の内
閣総理大臣賞の候補として、国土交通省に設置される「もの
づくり日本大賞「産業・社会を支えるものづくり」分野（建
設業に係るものに限る）に係る選考有識者会議」（以下、「選
考有識者会議」という）へ推薦される技術となる。
「ものづくり日本大賞」は、政府により平成 16 年度に創

設された総理大臣表彰制度で、我が国の製造・生産現場の中
核を担っている中堅人材や伝統的・文化的な「技」を支えて
きた熟練人材、今後を担う若年人材など、「ものづくり」に
携わっている各世代の人材のうち、特に優秀と認められる人
材を顕彰するものである。

内閣総理大臣賞の候補として国土交通省の選考有識者会議
へ推薦される部門は、①製造・生産プロセス部門、②製品・
技術開発部門、③伝統技術の応用部門の３部門である。

第 23回　国土技術開発賞の募集3
3.1 第 23 回国土技術開発賞の応募開始について

第 23 回国土技術開発賞の応募期間は、令和２年 10 月
14 日（水）から令和３年１月 13 日（水）である。

3.2 応募要領
応募の詳細を記した「第 23 回国土技術開発賞応募要領」、

及び応募に必要な様式については、下記の JICE ホームペー
ジよりダウンロードすることができる。
http：//www.jice.or.jp/


